（別紙１）平成２３年度遊休農地解消に向けた取り組み事例報告について
「　遊休農地解消に向け蕎麦の試験栽培　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会名　飯山市農業委員会　
１　実施主体及び関係機関
　　飯山市農業委員会
２　実施場所
　　長峰地積の遊休農地
３　実施期間　　　　　平成２３年　７月　～　　平成２３年　１１月　（通算　　　年）　
４　遊休農地解消面積　　　　　　　　　　３５ａ
５　取り組みの経緯（動機、経過）

　農家の高齢化等に伴い、年々遊休農地化する農地が増えている。
今回、自ら耕作する意思がなく遊休農地化している畑に、比較的簡単に栽培できる蕎麦を試験栽培し、市報でもその栽培を呼びかけた。
　
６　作付作物　　　蕎麦
　　選定理由：　　栽培に人手がかからず、また雑草に強いため
７　活動実績及び特徴点
蕎麦は栽培に人手がかからず、また雑草に強いため遊休農地に栽培する作物として推奨したく今回試験栽培した。

　なお、収穫した蕎麦の一部は11月27日に農業委員会主催で開催した「農のまつり」で試食用としてふるまった。
８　活用した国、県、市町村の補助事業
　　　なし
９　農業委員（会）が主体的に果たした役割、内容

　　・　農業委員による農地利用調整
　　・　耕起、収穫の作業依頼の調整
　　・　農業委員による播種
　　・　「農のまつり」にて農業委員が蕎麦を打ち、来場者にふるまった。
１０　活動がわかる写真　２枚程度

　

[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


　
（写真の内容：　そば播き　　　　　　　　　　　　　　　農のまつり風景　　）
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